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は
じ
め
に 

私
は
、
岡
山
市
福
祉
援
護
課
の

協
力
の
も
と
日
中
友
好
協
会
岡
山

支
部
が
開
催
し
た
写
真
展
（
４
月

１８
～
２０
日
、
岡
山
市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
）
に
３
日
間
参
加
し
、
受
付
及

び
説
明
役
を
努
め
ま
し
た
。 

私
自
身
も
「
残
留
孤
児
」
と
同
じ

体
験
を
し
て
い
る
だ
け
に
、
「
こ
の
問

題
の
歴
史
」
及
び
「
現
在
も
っ
と
も

必
要
な
配
偶
者
へ
の
支
援
」
に
つ
い

て
、
一
生
懸
命
説
明
し
ま
し
た
。 

 

国
の
棄
民
政
策 

こ
の
写
真
展
は
単
に
写
真
だ
け

で
は
な
く
、
約
８０
年
前
に
我
が
国

が
対
中
国
に
戦
争
を
発
動
し
た
事

に
由
っ
て
、
国
策
と
し
て
旧
満
州(

今

の
中
国
東
北
３
省) 

に
送
り
出
し
た

開
拓
団(

27
万
人
、
敗
戦
時
根
こ
そ

ぎ
動
員
で
５
万
人
が
徴
兵
き
れ
、

実
質
22
万
人
。
其
の
22
万
人
の
う

ち
、
約
８
万
人
が
亡
く
な
っ
た)

の
問

題
で
す
。 

当
時
国
の
棄
民
政
策
に
よ
り
、

多
く
が
襲
撃
や
、
飢
餓
、
厳
寒
、
病

気
等
悲
惨
な
死
を
遂
げ
ま
し
た
。

配
偶
者
支
援
を
！ 

「
残
留
孤
児
」
と
言
う
よ
り
「
惨

留
孤
児
」
で
す
。
「
孤
児
」
と
言
う
け

れ
ど
、
今
若
く
て
も
す
ぐ
古
希
の

７０
歳
に
な
り
ま
す
。 

「
孤
児
」
が
生
き
て
い
る
間
は
「
孤

児
」
と
共
に
苦
難
の
人
生
を
歩
ん
で

き
た
配
偶
者
が
支
援
法
に
よ
り
、

問
題
が
な
い
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
比

較
的
に
安
定
的
な
生
活
を
営
む
こ

と
が
出
来
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
「
孤

児
」
本
人
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、
配

偶
者
た
ち
の
生
活
は
そ
れ
こ
そ
悲
し

み
の
淵
に
沈
め
ら
れ
た
様
な
境
遇

に
置
か
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
惨
め
な
様
子
が
も
し
中
国
に

居
る
肉
親
、
親
友
、
知
人
達
に
知
ら

れ
る
と
又
罵
ら
れ
る
に
違
い
な
い
。 

何
故
な
ら
結
婚
相
手
は
敵
国

人
、
敵
国
人
に
つ
い
て
行
っ
て
敵
の

国
に
と
言
う
者
が
結
構
居
る
訳
で

す
。
従
っ
て
、
配
偶
者
本
人
だ
け
で

は
な
く
「
残
留
孤
児
」
は
勿
論
、
更

に
日
本
政
府
に
対
し
て
も
罵
声
が

殺
到
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
１
９
７
２
年
か
ら
２
０
０
５
年

ま
で
永
住
帰
国
者
数
は
２
６
５
０
６

名(

内
邦
人
６
３
１
２
名
、
同
伴
家

族 

２
０
１
９
４
名)

。
帰
国
邦
人
本

人
及
び
配
偶
者
の
年
齢
は
殆
ど
７０

歳
以
上
に
な
り
ま
す
。
言
語
障
害
、

生
活
習
慣
の
違
い
に
よ
り
、
介
護
、

養
老
施
設
等
に
於
い
て
さ
ま
ざ
ま

の
問
題
が
あ
り
ま
す
。 

ニ
世
、
三
世
の
体
に
日
本
人
と
中

国
人
の
血
が
流
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら

は
日
本
と
中
国
を
愛
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
の
感
情
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
、

日
中
友
好
に
も
っ
と
貢
献
す
る
よ

う
、
日
本
を
更
に
愛
す
る
為
に
も

問
題
の
早
急
な
解
決
が
重
要
で
あ

り
ま
す
。 

 中
国
帰
国
者
の
尊
厳
を 

回
復
す
る
岡
山
の
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

平
本 

帰
国
者
達
の
生
活
、
日
本
語
の
勉

強
等
の
面
で
お
お
い
に
改
善
さ
れ
ま

し
た
。 

今
回
、
一
連
の
歴
史
的
資
料
も
展

示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
て
、
戦
争
、
政
府
の
不
作
為
に
よ

り
、
生
じ
た
日
本
の
歴
史
に
も
現
れ

た
こ
と
の
な
い
大
勢
の
「残
留
孤
児
」

二
世
、
三
世
を
日
中
友
好

の
懸
け
橋
に
！ 

こ
れ
ら
の
問
題
は
帰
国
邦
人
本

人
と
そ
の
配
偶
者
達
が
関
わ
っ
て
い

る
問
題
だ
け
で
な
く
、
帰
国
同
伴

者
の
二
世
と
日
本
で
生
ま
れ
た
三

世
達
も
改
正
支
援
法
の
不
完
備
に

対
し
て
大
き
な
不
満
を
抱
い
て
い
ま

す
。 中

国
帰
国
邦
人
達
が
ま
だ
生
き

て
い
る
（
亡
く
な
っ
た
人
も
既
に
出

て
い
る
）
間
に
日
本
政
府
が
至
急
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
二
世
及
び
三
世
達

が
自
分
の
両
親
又
は
祖
父
母
が
改

正
支
援
法
の
不
完
備
に
よ
り
被
っ

た
惨
め
な
生
活
に
つ
い
て
両
親
又
は

祖
父
母
の
陳
情
を
リ
レ
ー
す
る
で
し

ょ
う
。 

引
揚
が
始
ま
っ
た
後
も
、
残
留
邦
人

(

孤
児
、
婦
人)

な
ど
、
沢
山
の
人
が

残
さ
れ
、
１
９
７
０
年
代
か
ら
肉
親

探
し
が
は
じ
ま
り
、
一
時
帰
国
、
永

住
帰
国
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

１
９
９
４
年
中
国
残
留
邦
人
支
援

法
成
立
、
更
に
２
０
０
８
年
改
正
中

国
残
留
邦
人
支
援
法
施
行
、
中
国

中
国
帰
国
者
問
題
写
真
展
で
訴
え
た
こ
と 

─

配
偶
者
へ
の
生
活
支
援
の
実
現
を
！─

 
 

と
い
う
事
実
及
び
こ

の
事
実
に
当
た
る
当

事
者
が
現
在
直
面

し
て
い
る
多
く
の
間

題
に
対
し
て
、
国
が

い
ま
だ
充
分
な
解
決

策
を
示
し
て
い
ま
せ

ん
。 写真：左端が中国帰国者の尊厳を回復す

る岡山の会の平本さんです。 

マスコミの取材を受ける高杉さん（中央）

のサポートをしているところ。 

の 

2256 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

５
月
２１
（月
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

稲葉 

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

三垣 

白
毛
女
（原
題
『白
毛
女
』） 

１
０
４
分 

１
９
５
０
年･

東
北
映
画
製
作
所 

脚
本
：王
浜
、
水
華
、
楊
潤
身 

監
督
：王
浜
、
水
華 

（キ
ャ
ス
ト
） 

喜
児
：田
華 

大
春
：李
百
万 

黄
世
仁
：陳
強 

中
戦
争
が
始
ま
っ
て
八
路
軍
が
北

上
し
て
き
た
。
そ
の
中
に
大
春
が
い

た
。 

 

小
作
農
と
地
主
と
の
対
照
的
な

歌
か
ら
始
ま
っ
て
、
喜
児
の
喜
び
の

歌
な
ど
が
リ
ア
ル
な
描
写
と
結
び
つ

い
て
見
る
も
の
を
引
き
つ
け
た
。
痛

み
と
怒
り
と
喜
び
を
描
い
て
古
い
中

国
か
ら
の
解
放
宣
言
の
映
画
と
な
っ

た
。 

 

山
田
洋
次
監
督 

中
国
映
画
と
の
つ
き
あ
い
は 

 
 

「
白
毛
女
」
は
、
僕
た
ち
は
学
生

時
代
に
見
て
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
は
イ

タ
リ
ア
ン
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
ム
の
時
代

で
し
ょ
、
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
や
フ
ェ
リ
ー
ニ

に
い
か
れ
て
い
た
学
生
と
し
て
は
余

り
に
も
素
朴
な
映
画
だ
な
と
い
う

感
じ
。
た
だ
し
あ
の
当
時
の
学
生
は

中
国
に
対
し
て
憧
れ
を
も
っ
て
い
ま

し
た
か
ら
ね
、
新
中
国
に
。
だ
か
ら

毛
沢
東
の
国
が
こ
ん
な
映
画
を
苦

し
い
条
件
の
中
で
作
っ
て
い
る
ん
だ

な
と
い
う
感
動
が
あ
り
ま
し
た
ね
。 

（日
中
友
好
新
聞
２
０
１
２
年 

１
月
５
日
号
１
面
よ
り
） 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？  
竹内和夫 

  動詞の変化（１） 

 ⑧で「キレカッタ」はまちがいで、なぜか？ という宿題をだしたけど、できたかな？ もうすこし考

えてみてください。「イイ」と「ヨイ」、「イク」と「ユク」など、どちらも正しいといえるものもある、使い方

がちがうだけである。方言だと「エエ、エグなども。」 

 ことばは人間とともにあるのだから、人に歴史があるように、ことばも変わりながら生きつづける。 

 さて、形容詞と判定詞の活用は出してあるが、動詞の活用にとりかかりかろう。動詞は語形変化

の多い品詞だ。順序として、命令形、勧誘・意志形、終止・連体形、連用形、仮定・条件形の順で

表をつくる。用例も３人で考えてください。 

 以下、５段動詞の代表として「書く」を、１段動詞の代表として「見る」を例とする。 

「する」と「来る」は不規則動詞。 
 

 命令形 

待遇 ５ １ する くる 

近い 
カ┐ケ （カ┐クナ） 

カキ ナサ┐イ （２語） 

ミ
┐
ロ （ミ

┐
ルナ） 

ミ
┐
ヨ 

シロ、セ┐ヨ （スル┐ナ） 

シ ナサイ（２語） 

コ┐イ （ク
┐
ルナ） 

キ  ナサイ 

遠い 
カ┐イテ クダサ┐イ（２語） 

オカキ クダサ┐イ 

ミ
┐
テ クダサ

┐
イ（２語） 

ゴラン クダサイ 

シテ クダサ┐イ（２語） キ┐テ クダサ┐イ（２語） 

イラッシャ┐イ 
 

A.： 毎日新聞をよく読め（読みなさい）。 

B.： そんなに、ガツガツ食べるな。 

C.： よかったら、また、いらっしゃい。 

注：（ ┐は高から低へおちるアクセント「滝」のしるし） 
 

勧誘・意志形 

５ １ する くる 

カコ┐ウ 

カクマ┐イ 

ミヨ┐オ 

ミマ┐イ 

シヨ┐ウ 

スマ┐イ 

コヨ┐オ 

クルマ┐イ 

～マイ のかわりに カ┐ク ノ ﾖソ┐オ、カカ┐ナイ ダロウのような話しことばもある。 

Ａ,： いっしょに絵を見よう。 

Ｂ，： あした、また来ようか？ 

 Ｃ，： ぼく東京に行こうと思うんだ。                つづく 

⑮ 

「新
中
国
草
創
期
の
映
画
」上
映
活
動 

日
中
国
交
回
復
40
周
年
の
節
目

を
迎
え
た
今
年
、
協
会
は
文
革
前

に
中
国
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
中
国
の

名
作
映
画
の
全
国
上
映
活
動
に
再

び
取
り
組
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。 

全
国
上
映
に
供
す
る
の
は
、
「
白

毛
女
」
「
ニ
エ
ア
ル
」
「
阿
片
戦
争
」
「
農

奴
」
「
五
人
の
娘
」
「
大
暴
れ
孫
悟

空
」の
６
作
品
で
す
。 

こ
の
名
作
映
画
を
と
お
し
て
、
新

中
国
建
国
の
歴
史
を
学
び
、
そ
の
息

吹
を
感
じ
、
日
中
友
好
の
心
情
を

国
民
各
層
に
広
げ
て
い
く
こ
と
を

重
視
し
ま
す
。 

 

岡
山
支
部
で
は
。
９
月

２９
日
に

「
白
毛
女
」
を
高
島
公
民
館
で
上
映

す
る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。 

１
９
４
９
年
の
新
中
国
の
成
立
は

世
界
を
ゆ
る
が
せ
た
が
、
「
白
毛

女
」
の
誕
生
は
世
界
映
画
を
驚
か
せ

た
。
歌
が
入
る
新
形
式
の
リ
ア
リ
ズ

ム
映
画
は
世
界
映
画
史
の
１
ペ
ー
ジ

を
飾
っ
た
。
監
督
は
水
華
と
王
浜

で
、
主
演
の
田
華
は
新
生
中
国
の
映

画
女
優
と
し
て
そ
の
名
を
内
外
に

と
ど
ろ
か
せ
た
。 

（あ
ら
す
じ
） 

 

１
９
３
０
年
代
の
中
国
北
方
の
あ

る
村
で
小
作
農
の
楊
白
労
に
喜
児

（
田
華
）
と
い
う
美
し
い
娘
が
い
た
。

王
お
ば
さ
ん
の
働
き
も
の
の
息
子
・

大
春
（李
百
万
）
と
恋
仲
だ
っ
た
。 

２
人
は
新
春
に
結
婚
式
を
あ
げ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
た
。 

 

地
主
の
黄
世
仁
（陳
強
）
が
、
喜
児

を
見
そ
め
て
借
金
の
か
た
に
手
に
入

れ
よ
う
と
た
く
ら
ん
だ
。 

年
の
瀬
に
白
労
が
黄
家
に
利
息

を
払
い
に
い
く
と
、
黄
は
元
金
を
全

部
返
せ
と
迫
り
、
娘
を
売
る
証
文

に
無
理
や
り
拇
印
を
押
さ
せ
た
。

楊
白
労
は
自
殺
し
た
。 

 

翌
朝
、
父
の
死
を
嘆
く
喜
児
は
大

春
と
引
き
離
さ
れ
黄
家
に
引
き
た

て
ら
れ
た
。 

喜
児
は
大
春
と
の
再
会
を
夢
み

な
が
ら
黄
家
で
働
い
た
が
、
あ
る

夜
、
黄
世
仁
に
手
ご
め
に
さ
れ
た
。

大
春
は
喜
児
を
救
け
よ
う
と
し
て

果
た
せ
ず
黄
河
対
岸
に
逃
げ
た
。

喜
児
は
身
重
と
な
り
、
売
り
と
ば

さ
れ
る
と
こ
ろ
を
逃
げ
て
深
山
に

入
っ
た
。 

き
び
し
い
自
然
の
中
で
美
し
い
黒

髪
は
白
髪
と
化
し
た
。
山
に
白
髪
の

仙
女
伝
説
が
生
ま
れ
て
２
年
。
日


